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目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成
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.

平成19年度 平成20

事
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業

22年度 平成23年度
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標
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績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位
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成果指

業

標② 平成17年度 平成
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事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標
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績

当

予

進捗状況
遅れ

算
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平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

愛玩動物飼育啓発事業

類

環境部　環境政策課

0 ハ0－xxxxxx－x ーx0000 ○ ●
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ソ
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フ

のあるまち
総合計画の
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02 ②〈住みごこち〉

根

　人にやさしい居住空

拠

間をつくる
位置付け
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法

1 1 地域の特性や景

令

観を活かしたまちづく

等

りを進める

動物の愛護

対

及び管理に関する法律

象 市民、動物の飼養者

□
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□ □ □

飼養者自らが適

受

正な飼育管理並びにま

益

ちの美化に取り組んで

者

い 愛玩動物の飼育者の

事

増加に伴い、飼育モラ

業

ル向上を図るため、
ま

期

す。 飼育に関する情報

間

提供や啓発を行います

委

。

パンフレット発行部
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数 部
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平塚市さわやかで清潔
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なまちづくり条例制定
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後の配布により、飼育
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者全体に配布予定で
あ
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託

度は新規登録者に配布
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必要であり
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機会をとらえて普及啓

継

発に努める。

続による成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
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訳
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般財源
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内 職員（人
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■ 動物の愛護と適正飼
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養ﾆ関する飼養者の社

総

会的責任の自
●□ 覚を
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価
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